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複数武道種目授業 実践の紹介 新潟県胎内市立築地中学校

1

は
じ
め
に

　

本
校
は
平
成
30
年
度
ま
で
、
武
道
の

授
業
は
柔
道
を
学
ん
で
き
た
。
令
和
元

複
数
武
道
種
目
授
業

実
践
の
紹
介　

「
武
道
推
進
モ
デ
ル
校
」
事
業
を
活
用
し
た

複
数
種
目
（
柔
道
・
空
手
道
・
合
気
道
）
の
実
践

新
潟
県
胎た

い

内な
い

市
立
築つ

い

地じ

中
学
校

前
校
長　

丸
田　

磨
里

　

胎
内
市
は
新
潟
県
の
下か

越え
つ

地
区
（
県
北
部
）
に
位
置
し
、「
自
然
が
活

き
る
、
人
が
輝
く
、
交
流
の
ま
ち
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
平
成
17

年
に
中
条
町
、
黒
川
村
の
合
併
に
よ
り
発
足
し
た
。
本
校
は
旧
築
地
村
に

あ
り
、
中
条
町
立
を
経
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
に
伴
い
、
本
校
の
生
徒
数
は
令
和
元
年
度
に
つ
い
に
２
桁

と
な
り
、
令
和
２
年
度
は
84
名
、
令
和
３
年
度
は
75
名
と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
ス
ポ
ー
ツ
庁
に
よ
る
武
道
等
指
導
充
実
・
資
質
向
上
支
援
事
業

を
活
用
し
て
実
施
し
た
令
和
２
年
度
の
柔
道
・
空
手
道
・
合
気
道
の
実
践

を
紹
介
す
る
。

年
度
か
ら
武
道
等
指
導
充
実
・
資
質
向

上
支
援
事
業
に
よ
り
、
複
数
の
種
目
の

外
部
指
導
者
を
派
遣
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
令
和
元
年

度
は
柔
道
と
空
手
道
、
令
和
２
年
度
は

こ
れ
に
合
気
道
を
加
え
た
指
導
者
の
派

遣
を
受
け
、
生
徒
の
武
道
に
対
す
る
視

野
を
広
げ
、
武
道
へ
の
学
び
を
深
め
る

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。

　

生
徒
は
大
変
真
面
目
で
素
直
で
あ

る
。
保
護
者
は
じ
め
地
域
の
方
々
も
学

校
に
対
し
て
大
変
協
力
的
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
少
子
化
の
影
響
は
顕
著

で
、
生
徒
数
が
年
々
減
少
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
制
約
が
出
始
め
て
い
る
。

小
規
模
校
の
た
め
、
職
員
数
も
少
な

く
、
非
常
勤
講
師
や
外
部
指
導
者
と
の

連
携
が
必
須
で
あ
る
。

　

今
回
の
複
数
種
目
の
武
道
の
実
施
に

よ
り
、
生
徒
た
ち
に
武
道
の
魅
力
や
奥

深
さ
を
、
そ
の
道
の
専
門
家
の
指
導
で

体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
そ
し
て
「
相
手
を
尊
重
し
、
伝
統

的
な
行
動
の
仕
方
を
大
切
に
し
よ
う
と

す
る
」「
自
己
の
責
任
を
果
た
そ
う
と

す
る
」
な
ど
の
学
び
に
向
か
う
力
を
つ

け
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
た
。

　

外
部
講
師
と
し
て
、
柔
道
は
本
校
Ｏ

Ｂ
で
も
あ
る
胎
内
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の

五
十
嵐
聖
一
氏
（
七
段
）、
空
手
道
は

全
日
本
空
手
道
連
盟
糸
東
会
新し

発ば

田た

支

部
の
渡
辺
和
徳
氏
（
公
認
五
段
）、
合

気
道
は
新
潟
県
合
気
道
連
盟
の
小
柳
健

也
氏
（
六
段
）
と
若
手
の
指
導
者
を
お

招
き
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

校舎全景

片手取り角落とし（合気道）

集団での形の練習

前受け身（柔道）
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複数武道種目授業 実践の紹介

た
。
ま
た
、
安
全
に
学
習
が
で
き
る

よ
う
、
授
業
の
前
半
に
受
け
身
練
習

を
必
ず
行
っ
た
。

▼
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
工
夫

・
体
育
館
に
畳
と
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
柔

道
を
実
施
し
、
全
員
で
声
を
か
け
な

が
ら
行
っ
た
。
ま
た
、
生
徒
が
柔
道

着
に
着
替
え
て
い
る
時
に
、
外
部
指

導
者
と
教
員
で
畳
に
隙
間
が
な
い
か

細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。

・
手
足
の
爪
、
ヘ
ア
ピ
ン
な
ど
の
装
飾

品
や
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の
点
検
、
柔
道

着
の
着
方
な
ど
の
指
導
を
徹
底
し

た
。

・
生
徒
が
同
時
に
活
動
す
る
場
合
、
活

動
場
所
の
配
置
や
十
分
な
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
、
声
か
け
に
留
意
し
た
。

・
投
げ
ら
れ
た
時
に
安
全
に
受
け
身
が

で
き
る
よ
う
、
毎
時
間
受
け
身
練
習

を
く
り
返
し
た
。

⑷
授
業
の
様
子

　

授
業
で
は
各
武
道
の
凜り
ん

と
し
た
空
気

の
中
で
進
め
ら
れ
た
。
講
師
の
丁
寧
な

指
導
の
も
と
、
生
徒
は
安
全
に
留
意
し

な
が
ら
、
真
剣
に
学
習
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
た
。
ま
た
、「
本
物
」
に
触
れ

る
こ
と
で
、
自
分
の
考
え
方
や
将
来
の

目
標
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
発
言
が

多
か
っ
た
。

⑸
生
徒
の
意
識
、
感
想
、
変
容
な
ど

　

単
元
実
施
後
の
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
将
来
（
武
道
を
）
や
っ
て
み
た

く
な
っ
た
」「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
競
技

を
見
る
の
が
楽
し
み
」「
心
の
持
ち
方

が
大
切
だ
と
分
か
っ
た
」「
練
習
相
手

の
こ
と
を
よ
く
考
え
な
い
と
い
け
な

い
」「
身
長
や
体
重
だ
け
で
は
な
い
と

感
じ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。
複

数
の
種
目
を
体
験
が
で
き
た
こ
と
で
、

武
道
に
対
す
る
理
解
が
一
層
深
ま
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
他
に
も
「
楽
し
か
っ
た
」「
ま

た
や
り
た
い
」
と
す
る
意
見
が
多
く
、

毎
年
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
で

の
効
果
を
期
待
し
た
い
。（
表
２
）

⑴
実
践
の
ね
ら
い

・
専
門
知
識
と
高
い
技
能
を
有
す
る
外

部
指
導
者
と
連
携
し
、
３
年
間
を
通

じ
て
継
続
的
に
授
業
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
生
徒
の
学
び
に
向
か
う
力
を

高
め
、
武
道
に
親
し
み
な
が
ら
安
全

に
基
礎
・
基
本
の
定
着
と
技
能
の
向

上
を
図
る
。

・
武
道
の
指
導
経
験
の
少
な
い
教
員

が
、
外
部
指
導
者
の
専
門
的
な
指
導

方
法
を
学
び
、
指
導
力
の
向
上
を
図

る
。

⑵
多
様
な
武
道
の
指
導
モ
デ
ル（
表
１
）

⑶
指
導
の
工
夫

▼
効
果
的
に
指
導
す
る
た
め
の
工
夫

2

柔
道
・
空
手
道
・
合
気
道
の
指
導
計
画

・
柔
道
の
特
性
に
触
れ
さ
せ
る
た
め
の

指
導
の
工
夫

　
　

礼
法
や
マ
ナ
ー
、
柔
道
の
歴
史
や

特
性
に
つ
い
て
は
、
最
初
の
授
業
で

重
点
的
に
取
り
扱
う
と
と
も
に
、
毎

時
間
丁
寧
に
伝
え
な
が
ら
授
業
を
行

っ
た
。
ま
た
、
資
料
を
毎
時
間
黒
板

に
掲
示
し
、
生
徒
の
興
味
・
関
心
を

高
め
る
よ
う
に
し
た
。

・
安
全
に
配
慮
し
た
柔
道
授
業
の
指
導

内
容
や
指
導
方
法
の
工
夫

　
　

指
導
者
と
の
事
前
打
ち
合
わ
せ

で
、
指
導
内
容
に
関
し
て
は
生
徒
の

力
量
・
習
熟
度
を
確
認
し
な
が
ら
、

安
全
第
一
で
の
指
導
を
お
願
い
し

突きの練習（空手道）

外部指導者による模範演武（合気道）

段階的な指導（柔道）

1 2 3 4 5 6 7 8 9

種目 空手道 合気道 柔道

学
習
の
流
れ

準備運動（礼法・本時の確認等）

礼法 
座学

受け身（前受け身、横受け身、後ろ受け身）

後ろ受け身
けさ固め 

横四方固め

支えつり込み足

形
の
練
習

体さばき 大腰

片手取り
角落とし 固め技乱取り 大外刈り

演武・実技鑑賞 振り返り（本時の振り返り・礼法）

表１・第３学年の単元計画

（

）

好評発売中

四六判・上製・278頁
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３

お
わ
り
に

表２・授業後アンケート

⑹
成
果
と
課
題
（
授
業
者
よ
り
）

　

令
和
２
年
度
も
外
部
指
導
者
と
の
連

携
を
通
し
て
、「
安
全
第
一
」
で
授
業

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
安
全
な
授

業
を
心
が
け
、
礼
法
や
基
礎
・
基
本
の

習
得
を
大
切
に
し
た
授
業
を
３
年
間
継

続
し
て
行
う
こ
と
で
、
３
年
生
は
立
ち

技
を
行
っ
た
際
、
素
直
に
受
け
身
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
毎
年
同
じ
外
部
指
導
者
と
連

携
す
る
こ
と
で
、
前
年
度
の
生
徒
の
様

子
や
技
術
の
習
得
状
況
に
応
じ
て
、
安

全
に
配
慮
し
た
段
階
的
な
指
導
を
行
う

こ
と
が
で
き
た
。

　

教
員
も
、
外
部
指
導
者
の
指
導
の
ポ

イ
ン
ト
や
わ
か
り
や
す
い
声
か
け
、
練

習
の
進
め
方
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
他
学
年
の
授
業
や
次
年
度
の
指
導

に
活
か
す
こ
と
が
で
き
た
。
武
道
を
熟

知
し
て
い
る
指
導
者
を
充
分
に
活い

か
せ

る
よ
う
、
打
ち
合
わ
せ
時
間
を
確
保

し
、
授
業
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ぜ
ひ
来
年
度
も
複
数
種
目
の
学
習
を
継

続
し
た
形
で
指
導
し
て
い
た
だ
け
る
体

制
を
お
願
い
し
た
い
。

　

武
道
の
持
つ
「
他
者
を
尊
重
す
る
態

度
」
は
、
生
徒
の
学
校
で
の
学
び
に
と

っ
て
重
要
な
「
学
び
に
向
か
う
力
」
を

育
成
す
る
要
素
に
な
る
と
考
え
る
。

　

今
回
の
複
数
種
目
に
よ
る
武
道
の
授

業
実
践
は
、
様
々
な
視
点
か
ら
武
道
の

本
質
に
触
れ
、
生
徒
の
体
験
の
幅
を
増

や
し
、
他
者
と
共
に
学
ぶ
、
異
な
る
意

見
を
取
り
入
れ
る
、
共
に
最
後
ま
で
や

り
抜
く
、
な
ど
の
大
切
な
学
び
を
得
た

も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
多
様
な
学
び

を
大
き
な
経
験
と
し
て
、
生
徒
た
ち
が

将
来
に
向
け
て
大
き
く
成
長
す
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

意欲的に学習できたか

とても意欲
的だった　

意欲的
だった

あまり意欲的
ではなかった

意欲的では
なかった　 計

全校 63 16 2 0 81
1 年生 23 3 1 0 27
2 年生 19 3 0 0 22
3 年生 21 10 1 0 32
合計 63 16 2 0 81

空手道・合気道の授業は楽しかったか

とても
感じる 感じる あまり

感じない 感じない 計

3 年生 27 4 1 0 32

とても意欲的だった（63人）

意欲的だった（16人）

あまり意欲的ではなかった（2人）

意欲的ではなかった（なし）
78％

20％
2％

78％

20％
2％

とても感じる（27人）

感じる（4人）

あまり感じない（1人）

感じない（なし）
84％

13％
3％

84％

13％
3％

複数武道種目授業 実践の紹介 新潟県胎内市立築地中学校

（人） （人）


